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の挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて (第11回) 「翔



















ます。時間の関係で 2 つの質問を選ばせていただきました。1 つ目ですが、両国高























































































































































































































ルスが西アフリカではやって、実は全てこれらは RNA ウイルスです。この RNA の
研究は、何も齋藤先生がやられたような人工 RNA あるいはマイクロ RNA のような


















































































































































































































































はいります。10 個か 10 数個のラボが始めます。そして数カ月以内に、もし、再現
できなかったら、あれはうそだというのがネットで飛び回るんですね。ですから、
あくまでも私は、そういう医学的な話をしているだけですが、正しい知識、それを
明らかにするのが使命だと思っています。ちょっと嫌な言葉ですが、勝負は知識だ
けではなくて、それをいかに使うかという教養あるいは品位だと思います。それは
ある意味、もちろん宗教的な意味とか、いろんな国家的な意味もあるんでしょうが、
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それが正しく人類のためになるような方向性を我々は見出していくべきだと思いま
す。世界にはいろんな問題があると思いますが、正しくないか正しいかは、それは
知の歴史が判断する問題です。私には 1 つはっきりと影響を受けたことがあります。
私が先生にデータを見せたら「本当か」といわれて、そこで「うそです」とは言え
ないので、「本当です」と言い張る。そしてもう１回やって、さらにもう１回夜まで
実験をやって、「やっぱり本当ですよ」と言って、「わかった」と言ってもらって正
しいと確認していました。
【吉川】　ありがとうございました。今日は高校生の方たちがたくさん会場に来られるとい
うことで、6 人の講演者の先生方には、ぜひ高校生の皆さんが、これはおもしろい、
ぜひ京大に行きたいなと思うようなお話をしてくださいとお願いをして講演を組み
立てていただきました。長い時間でしたけれども、今日の講演、いかがでしたでし
ょうか。またぜひ感想を聞かせていただければと思います。今日のシンポジウムの
全体のテーマは、「翔ぶ、京大。京都からの挑戦」です。「挑戦」というのは、とて
も勇ましい感じがする標語なんですが、その下には「地球社会の調和ある共存に向
けて」という、ソフトで優しいテーマが同時に掲げられているんですね。私たちが
暮らすグローバルな社会の調和ある共存に向けて、それを実現するためにどれぐら
いの大変な挑戦が必要なのか、そうしたことを常に考えながら、京都大学の研究所、
センターではこれからも地道に研究に取り組んでゆきます。今日の最後に、こうし
た大きな目標を掲げて京都大学の総長を務めておられる山極先生から最後のメッセ
ージを、特に会場の後ろのほうに座っている高校生の人たちによろしくお願いしま
す。
【山極】　研究者になるということは、自分の縮尺を持つということだと思うんですね。縮尺、
いわゆるメジャーを持つということです。今日は 6 人の先生方にいろいろ自分の研
究について発表していただきました。最初は宇宙からオーロラを見るという壮大な
スケールですよね。しかも、大型計算機を使って計算しながら、そして突き詰めて
現象を解釈していく。次は砂嵐というものを追って地球上を駆けめぐっていらっし
ゃるお話、それから放射線の測定を工夫して、その災害の現場に行って測る、それ
によって人々の現状というのを常にモニターするということを目指しておられるお
話。そしてＲＮＡスイッチという非常にミクロなメジャー、これは昔、僕が子供の
ころに「ミクロの決死圏」という映画がありましたけれども、それをはるかに超え
たスケールのメジャーをここで今使って実験しておられる。そしてタイムマシーン
に乗ったかのように江戸時代に戻って、そのころの人々の暮らしというものを古文
書から復元をする、そしてそこの視点から現代を眺める。最後にフィールドミュー
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ジアムという人間と動物との共存というものを目指して、まずは動物のことをどう
やって知ったらいいのか、それをどうやって見せたらいいのかということをミュージ
アムという視点から考えていくという、非常に多様な研究の世界のお話をしてくれ
ました。ですから、今日来ている高校生の皆さんも、自分でメジャーを持つ、ある
いは自分で自分の目を持つということの重要性を感じていただけたんではないだろ
うかと思います。そして、大学というところは、若い人たちを育てるということが
重要だと言いましたが、今日いらしている先生方は基本的にあんまり教育義務のな
い先生方です。だから、よく大学の教員は遊んでいるんじゃないかといわれますけ
れども、まさしく遊んでいる先生方なんですね。そのいい意味で研究とは、未知の
世界に遊ぶことです。その遊びを真剣にやるというのが、まさに研究の世界であって、
それをまさに皆さん実現されている。その姿をしっかり見ていただいたというのは、
私にとっては非常にありがたいことだと思っています。大学というのはそういう場
所であって、それを資産にして私たちは若い世代に、その未知の世界のおもしろさ
を伝えていく、そしてそれを社会の改善につなげていくということが起こるんだろ
うと思います。今日は、本当にスケールの非常に多様な研究の分野を見ていただき
まして、いろんなことを感じていただけたのではないかなと思っています。その上
でおそらく、先ほど吉川先生がおっしゃった地球社会の調和ある共存というものを
目指せるのではないかと思っています。私はよく言うんですけれども、大学の教員
に定年はあるけれども、学問に定年はない、ですから、学問をし続ける心、あるい
は自分でメジャーを持ち、それをもとに世界を眺める目というのをいつになっても
鍛えていただき、大学に年齢を問わずにやってきていただいて、研究者、学生の皆
さんと一緒にそれを切磋琢磨して、眼鏡を磨いて、また世界を見詰め直していただ
きたいと思っております。今日は本当にありがとうございました。
【吉川】　ありがとうございました。それでは、時間がまいりましたので、これでパネルディ
スカッションを閉じたいと思います。
